
短期経営目標 具体的な計画 評価項目・評価基準 最終達成状況 評定 改善方策

(1)「授業スタンダード」
や授業参観、校内外の公
開授業を活用し、各教員
が授業改善に向けた不断
の取組を行う。

６月と１１月の公開授業週間
ごとに教務課からテーマやス
タイルを設定し、それに則っ
た形で公開授業を実施しても
らい、授業づくりの幅を広げ
るきっかけとしてもらう。

学校評価アンケート　《公開授業週間への取組》
　　 　 教員
６年度： 83%
５年度： 92%
４年度： 97%

評価基準：Ａ＝90%以上
          Ｂ＝75%以上
          Ｃ＝75%未満

※授業アンケート・学校評価アンケートの結果について
は、全回答における「よくあてはまる」「ややあてはま
る」の回答割合を指す。以降同じ。

6月と違い、11月の公開授業週間は日程的にも余
裕があるものであったが、授業参観の件数は結果と
しては前年度より低調であった。新課程移行より数
年経ち授業のあり方の見直しも一段落ついたことも
あるだろうが、(2)にあるように観点別評価の活用
状況に課題を抱えている現状を踏まえると、授業参
観等を通じて、個々の教員が授業づくりの幅を広げ
ていく必要があるだろう。

B

公開授業について、余裕のある日程を設
定し、テーマを課外からも公募する。

(2)生徒が授業内容を振り
返る場面を毎時設定し、
その振り返りを教員が
チェックすることで、生
徒の学びの変化を把握
し、評価の適正化や授業
改善につなげる。

①評価および授業改善の一環
として、生徒が授業を振り返
る場面を毎時間設定し、生徒
の学びや生徒の変化を把握
し、適正な評価へつなげる。

②観点別評価の適正な運用を
通じて、生徒の能力・資質向
上につながるよう、授業者が
働きかけを行う。

①授業アンケート 　《まとめ・振り返りの設定》
　　　　教員
６年度：91.4%　（37名中36名回答、回答率97.3%）
５年度：90.0%　（38名中31名回答、回答率81.6%）
４年度：89.3%　（36名中28名回答、回答率77.8%）

評価基準：Ａ＝90%以上
　　　　　Ｂ＝75%以上
　　　　　Ｃ＝75%未満

②授業アンケート
《観点別評価を活用した生徒の資質向上への取組》
        教員
６年度：77.1%　（37名中36名回答、回答率97.3%）
５年度：83.3%　（38名中31名回答、回答率81.6%）
４年度：データなし

評価基準：Ａ＝85%以上
　　　　　Ｂ＝70%以上
　　　　　Ｃ＝70%未満

授業アンケートについては、常勤・非常勤を対象
に実施し、回答率は左記の通りである。

授業時間の中で「まとめ・振り返り」を設定する
スタイルは、ほぼ浸透したように思われる。今後
は、ただまとめの時間を設定するという形式的なと
ころに陥らず、「まとめ・振り返り」をどう評価し
ていくかという点が重要になってくるだろう。

観点別評価を通じた資質向上については、「あて
はまる」が25.7％と依然として低く、多くの教員に
とって引き続きの課題であるといえる。 B

　せっかく集めた「まとめ・振り返り」
をどう活用していくかについて、評価の
在り方を見直すという視点からだけでな
く、生徒の能力伸長につなげるという視
点からも検証していく必要があるだろ
う。公開授業週間での設定課題として、
「まとめ・振り返り」の活用方法を取り
上げるのも一つであろう。

(1)生徒の基本的生活習慣
が定着し、規範意識を身
につけることができるよ
う支援する。

生徒が、「1人1人の学ぶ権利
を守る5箇条」を意識して授
業に取り組むよう、全教員で
統一して繰り返し指導を行
い、５箇条に基づいた規律あ
る落ち着いた雰囲気の学習環
境・生活環境を作る。

〇学校評価アンケート　《授業を大切に》
　　   教員 保護者 生徒
６年度：94%   94%  93%
５年度：97%   95%  91%
４年度：94%   98%  96%

評価基準：Ａ＝95%以上
          Ｂ＝85%以上
          Ｃ＝85%未満

〇学校生活アンケート《落ち着いた学校生活》
        生徒
６年度：75%

評価基準：Ａ＝85%以上
          Ｂ＝70%以上
          Ｃ＝70%未満

　多くの生徒が授業に前向きに取り組み、全体的に
はルールを守って落ち着いた学校生活を送れていた
一方で、１年生を中心に問題行動も複数見られた。
生徒指導において、生徒の成長に繋がる効果的な指
導を考える必要性、保護者との協力体制や教員の組
織的な連携の不可欠さを改めて感じた。学校が、生
徒全員にとって安心安全に生活できる場であるよ
う、これからも全職員で多方面から指導を継続して
いきたい。 B

　これまで通り、今後も継続して根気強
く指導を行っていく。早めの報連相の徹
底と、情報共有をしっかり行い、足並み
を揃えた指導を行うとともに、複数で対
応していく。また、各所と連携をとり、
組織的に問題行動の未然防止、早期対応
に努める。

(2)生徒が学校行事や部活
動・委員会活動等に積極
的に参加し、社会人基礎
力を身に付けることがで
きるよう支援する。

多くの生徒が積極的に諸活動
に参加できるよう、生徒会を
中心に学校行事の企画・運営
に努め、行事内容の充実を図
るとともに、各種委員会と協
力し、個々の生徒の可能性の
伸長を図る。

学校評価アンケート
 《学校行事・生徒会活動・部活動に積極的に参加》
        教員 保護者 生徒
６年度： 100%  93%  96%
５年度： 100%  98%　92%
４年度： 100%  98%　96%

評価基準：Ａ＝95%以上
          Ｂ＝85%以上
　　　　　Ｃ＝85%未満

　校内外全ての行事において、生徒会中心に多くの
生徒たちの主体的で積極的な参加があり、個々の生
徒の個性に応じた活躍が多く見られた。地元の夏祭
りへの参加や、文化祭等での取組を通して、生徒の
持つ可能性の大きさを感じた。また、生徒会と各委
員会との協力体制もでき、新たな挑戦が見られるな
ど、活動の幅が広がっている。

A

　行事の活性化と生徒の積極的参加によ
り、個々の生徒が活躍する場が増えてい
る。今後も生徒の「やってみたい」とい
う思いや声は、可能な限り取り入れ、生
徒たちの持つ可能性の伸長を図るととも
に、達成感や自信に繋げていきたい。

１
　
教
務
課

２
　
生
徒
課

○勤労と勉学に励み、真理と平和を愛し、実践力のある人間を育成する。
○豊かな知性と情操を養い、心身ともに健康で、調和のとれた人間を育成する。
○広い世界観に立ち、親和協調の気風を養い、豊かな社会の建設に貢献しうる人間を育成する。

〇「授業スタンダード」や授業参観、校内外の公開授業を活用するなどして、各教員が授業改善に向けた不断の取組を行う。
〇落ち着いた生活習慣の定着を支援するとともに、生徒会を中心に委員会と連携し、生徒主体の行事の企画・運営に努める。
〇３年間・４年間を見通したキャリア教育を推進し、生徒の自己実現を図るために必要な職業観・勤労観を育成するとともに、生徒一人ひとりの進路実現を目指す。
〇生徒が快適に学べる環境づくり及び多様化する生徒の情報共有を行うための組織的な教育相談体制づくりを進め、健康・安全や防災・減災に努める能力の育成を図る。

令　和　６　年　度　　学　校　自　己　評　価　報　告　書

学校教育目標

本年度の重点目標
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短期経営目標 具体的な計画 評価項目・評価基準 最終達成状況 評定 改善方策

①生徒の実態把握に努め、進
路行事と進路総探を検討・実
践し生徒の進路意識の向上を
目指す。また進路課だよりや
ＨＰを通じて、生徒や保護者
への適切な進路情報の提供を
行う。

①学校評価アンケート　《キャリア教育の実践》
　　　　教員　保護者 生徒
６年度：100%   90%   92%
５年度：100%　 98%   92%
４年度：100%   98%   99%

評価基準：Ａ=90％以上
          Ｂ=85％以上
          Ｃ=85％未満

　生徒の実態を把握し、進路行事や総探の内容を検
討・実践することができた。行事ごとの生徒の自己
評価も高かった。ただ、行事を受けての進路意識の
向上や自己分析など今後に向けて必要とする場面で
は、継続的な効果は薄かったように思う。保護者向
けの進路課だよりは定期的に発行できたが、生徒向
けは発行回数が少なく、適切な進路情報の提供があ
まりできなかった。

　生徒の実態を的確に把握し、進路行事
の精選、総探での学習内容の修正等を行
いたい。また定期的に進路課だよりの発
行、行事ごとのＨＰ掲載を行い、生徒へ
の働きかけと共に保護者への情報提供を
行っていきたい。

②各学期に進路希望調査を実
施し、教員間で情報を共有す
ると共に、生徒一人ひとりの
実態に即した進路指導に役立
てる。

③今未来手帳の活用を促し、
進路講演会や日々の連絡での
利用頻度を上げる。

②進路希望調査にて未定生徒の推移で評価する。
進路希望未決定者数（割合）  （次年度卒業学年）
６年度：2/40(5％)
５年度：9/30(30％）
４年度：8/26(30.7％）

評価基準
Ａ：未定の生徒が20％未満
Ｂ：上記が20％以上40％未満
Ｃ：上記が40％以上

③１学期末にアンケートをとって振り返りと働きかけを行
い、２学期末の最終アンケートで評価する

評価基準
Ａ：手帳利用が「一週間に数回」以上の生徒が60％以上
Ｂ：上記の生徒が40％以上60％未満
Ｃ：Ｂに満たない場合
Ｒ５の２学期末での生徒アンケート結果
　手帳利用が「一週間に数回」以上の生徒の割合
1年　44％　2年　11％　3A　14％　卒業学年　17％
　「活用できていない」
1年  17％　2年　15％　3A　14％　卒業学年　33％

　昨年度より未定者数は減っている。担任・学年
団・進路課の働きかけだと感じる。また進路希望を
把握し、個々への声かけを継続して行っていった結
果でもあると思う。
　手帳利用に関しては、2学期末の時点で残念なが
ら数値を下げた。内訳を見ると、学年によって大き
く差があり、習慣化していくにはまだ時間を要する
ようである。けれども、手帳は便利なものだと答え
た生徒は79％、メモを取ることは大切だと答えた生
徒は92％にのぼる。この前向きな意見を好意的にと
らえ、進路課を中心に担任・学年団側の小まめな働
きかけが必要であると考える。

手帳利用アンケート結果（1学期末）
〇手帳利用が「一週間に数回」以上の割合
1年27.1％ 2年52.8％ 3年28.1％ 4年12.5％
〇「活用できていない」割合
1年22.9％ 2年7.5％ 3年21.9％　4年25％
手帳利用アンケート結果（2学期末）
〇手帳利用が「一週間に数回」以上の割合
1年13.6％ 2年28.8％ 3年12.5％ 4年0％
〇「活用できていない」割合
1年31.8％ 2年9.6％ 3年28.1％　4年42.9％

　未定者数の減少を受けて、4月より本
格的な進路活動が始まるので、生徒への
声かけ・働きかけを3学期と春休みを有
効に使い、4月から進路への意識づけを
しっかりと行っていきたい。また卒業予
定者数も以前に比べて増えるため、学年
団と連携し、計画的に動いて行く必要が
ある。
　手帳利用に関しては、年1回手帳の有
効性や使い方の講演会を実施している
が、最初の導入として今後も継続実施す
る。またメモの取り方やスケジュール管
理の方法など、具体的な使い方をこまめ
に示すなどして、手帳を使うメリットを
少しでも感じられる働きかけを進路課を
中心に、担任・各学年団と連携し行っ
て、３年間・４年間を通じて少しずつで
も習慣化していけるよう工夫していきた
い。

①アルバイトやインターン
シップ参加の働きかけを行
い、進路意識の向上に効果的
に機能するよう努める。

①学校評価アンケート
  《進路指導の実践》《キャリア教育の実践》
    　　教員 保護者　生徒
６年度：100%   90%    92%
５年度：100%   92%    92%
４年度： 97%   95%    97%

評価基準：Ａ=90％以上
          Ｂ=85％以上
          Ｃ=85%未満

①各学期で実施しているアルバイト調査でアルバイト状況
を把握する。

６年度　アルバイト実施者  56名（41.4％）
５年度　アルバイト実施者　49名（40.5％）

評価基準
Ａ：参加生徒が50％以上
Ｂ：上記が30％以上50％未満
Ｃ：上記が30％未満

①春・夏それぞれのインターンシップの参加状況を把握す
る。

６年度　春夏のべ70名 (51.8％）
５年度　春夏のべ65名（53.7％）

評価基準
Ａ：参加生徒が50％以上
Ｂ：上記が30％以上50％未満
Ｃ：上記が30％未満

　今年度もアルバイト情報の掲示をしたり、各クラ
スにファイルを置いて情報の提供を行った。またア
ルバイトを探している生徒がいれば個々に声かけも
行い、採用へつなげた。企業によっては求人情報と
共にアルバイト募集も持参して訪問されるケースが
増えてきた。学校の実態を知っている企業であれば
安心感もあるのが現状ではある。しかし生徒によっ
ては、なかなか採用されないケースもあり、アルバ
イト採用の難しさも浮き彫りとなった。
　一方で、インターンシップへの参加者数に関して
は、今年度より１年生は学校生活に慣れることを優
先し、この３月からの参加に変更した影響もあるが
増えつつある現状である。慢性的な人手不足での求
人増の影響で、企業もインターンシップの受け入れ
に積極的である。ただ参加者数に応じて対応をお願
いする企業・事業所数も、ここ数年増えたため、職
種に応じて企業を精選し、生徒対応や事務作業など
教員の負担を減らすよう努めた。保護者も進路に向
けて意識が高くなりつつあり、インターンシップに
関して前向きに捉えている傾向があると感じる。今
後も積極的な参加への働きかけを行っていきたい。
ただインターンシップをきっかけにアルバイトへつ
なげる事は難しかった。

B

　来年度もアルバイト情報の掲示をした
り、各クラスにファイルを置いて情報の
提供を行っていきたい。またアルバイト
を探している生徒がいれば個々への声か
けも継続して行っていきたいと思う。ま
た総探の時間を使うなどして、履歴書作
成や電話のかけ方などを進路学習の一貫
として取り上げていくことで少しでも
ハードルを低く感じられるよう進路課と
しても動いていきたい。
　インターンシップに関して、年々参加
生徒数が増えているため、進路意識の向
上が少しづつでも感じられる。自分の進
路を考えていく上で自己理解にもつなが
ること、社会性も学べることで有効であ
ると考えるが、多様な生徒が多いので、
生徒への理解を促した上での受け入れ企
業の選定も併せて大事になってくると考
える。
　インターンシップをきっかけにアルバ
イトへとつなげることが難しかったの
で、上記に示したように総探の時間を工
夫していきたい。

(1)キャリア教育を充実さ
せ、自己の将来を主体的
に考え行動できる能力の
育成を図るとともに、適
切な進路情報の提供を
行って進路意識の向上を
目指す。

(2)就労体験や進路相談を
通して、個々の生徒の進
路希望に応じたきめ細や
かな進路指導に努める。

３
　
進
路
課

B
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短期経営目標 具体的な計画 評価項目・評価基準 最終達成状況 評定 改善方策

３
　
進
路
課

②卒業学年には、進路課面
談、就職・進学に向けて全教
員による面接指導を実施す
る。在校学年には、学期ごと
に担任面談及び個々の生徒の
実態に応じた進路指導を実践
する。

②卒業学年の進路決定者数の推移で評価する。

評価基準（１２月末時点）
Ａ：90％以上
Ｂ：75％以上
Ｃ：75％未満

②在校学年の進路未決定者数（次年度卒業学年）の推移で
評価する。
６年度：2/40（5%）
Ａ：未定の生徒が20％未満
Ｂ：上記が20％以上40％未満の場合
Ｃ：上記が40％以上

②学校評価アンケート　《担任による面接、進路面談》
　　　　教員　保護者　生徒
６年度：100%   94%    94%
５年度：100%   92%    92%
４年度： 97%   95%    97%

評価基準：Ａ=90％以上
　　　　　Ｂ=85％以上
　　　　　Ｃ=85％未満

　卒業学年の進路決定者数は26名で全体の92%とな
り、昨年よりも数値が上がった。生徒・保護者に対
しての担任・主任・年団、そして進路課の的確な働
きかけがあったからだと感じる。また在校学年での
進路未決定者数も減少しており、担任・年団・進路
課の働きかけと共に、進路希望を把握し、個々への
声かけを継続して行っていった結果でもあると思
う。早め早めの進路把握は、適宜面接・面談を行う
ことが有効であるため、今後も進路に関する内容を
含めて話をしてもらい、情報の収集をしていきた
い。また数値を見る限り、保護者への連絡も必要だ
と感じる。担任裁量によるが、新たな情報収集と捉
える必要がある。 B

　進路未決定者数の減少を受けて、早め
の進路把握を行い、個々の生徒への働き
かけを行うためには、情報の収集と共に
情報の蓄積が大切だと感じる。今後も継
続して卒業学年に関して、担任面接・進
路面談の際に、進路に関する内容を入力
シートへ適宜担任から入力をしてもらう
予定である。情報の収集と共有を図るた
めに有益であると考える。今後も生徒・
保護者・担任・年団・進路課が連携・協
力して進路決定へ動いていき、一人でも
多くの進路実現を図っていきたい。
　面接指導に関しても、進路課を中心に
適宜担任にも入ってもらいながら実施し
た。今後も担任または年団が適宜入り、
多くの先生方に協力してもらいながら、
しっかり指導できる体制づくりを確立し
ていきたい。

①健康・安全及び防災に関し
て生徒や学校の実態に即した
情報の提供を印刷物・掲示
物・電子媒体によって行うと
ともに、保護者との連携・協
力のもと、健康・安全に対す
る知識の啓発に取り組む。

①学校評価アンケート
　《健康の増進と安全保持、防災・減災意識の向上》
　　　  教員  保護者 生徒
６年度： 91%   92%   96%
５年度： 97%　 95%　 93%
４年度：100%　 92%　 99%

評価基準：Ａ=90％以上
          Ｂ=85％以上
          Ｃ=85%未満

　年末からのインフルエンザの流行により、欠席・
欠課数が増加している状態が続いている。生徒自身
の健康・安全に対する意識が高まるような指導や呼
びかけに取り組んでゆきたい。

　来年度も生徒への健康・安全に関する
呼びかけを様々な伝達媒体を活用した
り、委員会活動で取り組ませたい。

②生徒の心身の健康状態を的
確に把握し、疾病治療の必要
性を個に応じて懇談や紙、電
子媒体によって知らせる。

③事故防止及び災害に対する
啓発を計画的に実施し、安全
教育や防災・減災に対する意
識の向上を図る。

②《疾病治療率》
            眼科　    歯科
６年度： 44.1%     30.9%
５年度： 32.2%     16.6%
４年度： 57.1%　   17.2%

評価基準：Ａ＝70％以上
　　　　　　　Ｂ＝50％以上
　　　　　　　Ｃ＝50％未満
③学校評価アンケート
≪健康の増進と安全保持、防災・減災意識の向上≫の項目を
元に総合的に評価する。

評価基準：Ａ＝90％以上
　　　　　　　Ｂ＝85％以上
　　　　　　　Ｃ＝85％未満

　面談等を通じて、未受診者への啓発を行ったが、
疾病治療率は低くなり、改善には至っていない。

　来年度も引き続き各課・年団・HR担任
と連携して生徒・保護者への啓発を行
い、必要であれば個別に対応する。

①ユニバーサルデザインの周
知、広報を行い、ユニバーサ
ルデザインに立脚した教室整
備に取り組み、学習しやすい
環境作りを行う。

①学校評価アンケート　《教室整備》
　　　  教員　 生徒
６年度： 92%   83%
５年度： 97% 　85%
４年度：100%　 84%

評価基準：Ａ=90%以上
          Ｂ=85%以上
          Ｃ=85%未満

　年度当初の教室開きからの、ユニバーサルデザイ
ンに基づいた教室づくりが定着している。

　各ＨＲなどでの「教室のユニバーサル
デザイン」についての工夫を取り上げ、
全体に周知をさせるようにしてゆきた
い。

②教室内の環境美化に係る重
点目標を一定期間ごとに定め
たり、ポスター作成や掲示物
での情報提供、清掃ボラン
ティアへの参加により生徒に
実践を促す。

②学校評価アンケート  《環境美化意識》
          教員　 生徒
６年度：  83%    88%
５年度：　97%　　90%
４年度：　97%　　94%

評価基準：Ａ=90%以上
          Ｂ=85%以上
          Ｃ=85%未満

　学校全体の美化は保たれてはいるが、一部で、清
掃や点検が不十分だったところがある。来年度は美
化委員の活動として生徒による環境美化の活動を進
めてゆきたい。

　美化委員会の活動内容を明確にして、
年間を通じて美化活動に取り組みたい。

(2)就労体験や進路相談を
通して、個々の生徒の進
路希望に応じたきめ細や
かな進路指導に努める。

（２）ユニバーサルデザ
インを基本とした教室整
備を進めて、落ち着いて
学習できる環境づくりに
取り組む。また、年団を
超えて、生徒情報の交
換・共有を行い、効果的
かつ効率の良い相談支
援・指導体制の充実を図
る。

（１）健康・安全・防
災・減災に関する知識の
啓発と、保護者との連
携・協力で、生徒が健康
で安全な生活を営むため
の意識を向上させるとと
もに、その能力・態度の
育成を図る。

４
　
厚
生
課

B

B
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４
　
厚
生
課

③印刷物や掲示物で情報の提
供を行うと共に、配慮を要す
る生徒へのきめ細やかな教育
相談・特別支援教育を推進
し、ＳＣ、ＳＳＷ、教育相談
員や外部機関と教職員間の連
携をとり、年団を超えて相談
支援や特別支援体制を確立す
る。

③学校評価アンケート  《特別支援》
       教員　保護者　生徒
６年度： 97%  90%    90%
５年度：100%　95%　　82%
４年度：100%　88%　　84%

評価基準：Ａ=90%以上
          Ｂ=85%以上
          Ｃ=85%未満

　教育相談への理解は定着していると思われるが、
生徒の一部には教育相談そのものへの敷居が高いと
誤解をしているものがいるようである。今後も、学
校全体での教育相談の周知や個別に生徒へ呼びかけ
を進める必要を感じる。

　来年度、教育相談等の活動を身近に思
えるものにするため、教員・生徒・保護
者の三者での連携をより密に行ってい
く。また全学年の生徒の様子等を教育相
談や各年団、関係機関等で共有し、対応
していく。
　「個別支援計画」は記録だけにとどま
らず、有効に機能をしてゆけるようにし
てゆきたい。

(１年団)
生徒面談により生徒状況の把
握に努める。保護者との連携
も密に行う。部活動、各種の
行事、ボランティア活動にも
積極的に参加できるように促
す。

(1年団)
学校評価アンケート　《保護者との連携》
       保護者
６年度  82%
５年度 100%
４年度　88%

評価基準：Ａ＝90%以上
          Ｂ＝85%以上
          Ｃ＝85%未満

校内外ボランティアへの参加率

評価規準：Ａ＝90%以上
          Ｂ＝85%以上
          Ｃ＝85%未満

　気になる生徒には声をかけ、現状把握を早期に問
題解決に当たることが出来た。また、家庭との連携
を密にすることを心掛けた。一部の家庭との連係が
困難な場合は第三者機関を通じて何とか連絡が取れ
た。
　清掃ボランティアには年間を通じて少なくとも
70％の生徒の参加を期待したが、53％にとどまっ
た。
　体育祭や文化祭等の学校行事には積極的に参加し
ていた。

C

　家庭との直接連絡が取れることを当た
り前とした家庭とのつながりを保護者と
作る必要がある。
　地域社会の貢献を意識させる一つとし
て参加しやすい清掃ボランティアの位置
づけを意識させる。

(2年団）
保護者への連絡、生徒面談を
綿密に行い、個々の適性理解
に努め、生徒が自己有用感を
高められるよう、段階的な目
標設定や指導を行うととも
に、適切な役割を与えて、生
徒が主体的に取り組みやすい
機会を設定する。

(2年団)
学校評価アンケート　《保護者との連携》
　　　 　　　　保護者 　 生徒
６年度２年団：   97%      96%
５年度１年団：　100%      95%

評価基準：Ａ＝90%以上
          Ｂ＝85%以上
          Ｃ＝85%未満

　アンケートの結果の肯定的評価は保護者、生徒と
もに昨年度とほぼ変わらず、高い評価を得ることが
できた。定期的な生徒面談や保護者連絡に加え、タ
イミングを逃さずに、必要に応じた声掛けや連絡を
することができた。これらをふまえてさらに、主体
的に行動する、新たなことに挑戦する、自分の短所
を修正することができた生徒が多くいる。今後は、
生徒の卒業後を見据えた、より高い、具体的な目標
設定を目指す。

A

　クラス・学年を超えて連携して指導が
できるよう、多くの教員と情報を共有
し、一貫した協力体制を作る。また、保
護者と生徒の間に入り、家庭での会話を
密にできるよう、両者の連携を促す。

（３，４年団）
学校行事や進路活動を通し
て、自己の目標や目の前の課
題に全力で取り組む素養を育
成する。また、教育活動の中
で生徒一人ひとりの経験を教
員とともにフィードバックす
る場を提供する。

（３，４年団）
学校評価アンケート《真備陵南高校に来てよかったと思
う》
　　　　保護者　生徒　　（卒業学年生徒）
６年度：　92%　　89%　　　93%
５年度：　99%　　91%
４年度：　92%　　98%
評価基準：Ａ＝95%以上
　　　　　Ｂ＝90%以上
　　　　　Ｃ＝90%未満

生徒の学校行事や進路活動への参加度を学年団の教員でみ
とる
６年度　3，4年団の教員アンケート結果　76%の参加
評価基準：Ａ＝生徒の80%以上が積極的に参加
　　　　　Ｂ＝生徒の70%以上が積極的に参加
　　　　　Ｃ＝積極的な参加度が70%未満

　卒業学年の生徒を見るとほとんどすべての生徒が
学校行事や進路活動に前向きに取り組んでいた。最
上級生の自覚を持ち、他学年と交流をしている部分
も見受けられ、行事の際には後輩たちを引っ張った
り、アドバイスを送ったりするなど3年間4年間の学
びが生かされていると感じた部分が多く存在した。
また年団のほとんどの教員が各行事ごとにフィード
バックを行えていたと感じており、連携が取れてい
たように感じた。しかし、4修の3年生ではいまだに
学校生活の中で前向きに参加できていない生徒も複
数在籍しているため、引き上げる必要性を強く感じ
た。

B

　進路先での様子などを状況によっては
聞き取りを行ったり、卒業後も相談に
乗ったりする。4修3年生においては今年
度の卒業学年を踏まえ、進路への意識づ
けや各種行事等での密な声掛け、該当学
年との連携を行っていく。

(1年団)
基本的な生活習慣を確立し、
落ち着いた環境の中で学習に
取り組む学習習慣を身に付
け、進路目標に向けての展望
を開き、社会人基礎力を養
う。

(1年団)
学校評価アンケート　《自分自身の進路実現》
        生徒
６年度　92%
５年度　92%
４年度　97%

評価基準：Ａ＝90%以上
　　　　　Ｂ＝85%以上
　　　　　Ｃ＝85%未満

　ほとんどの生徒は生活に乱れもなく基本的な生活
が習慣として身に付いている。特定の生徒に遅刻や
欠席が目立った。全体への注意喚起と個別指導によ
り、根気よく声掛けを行ったが、定期考査中でも残
念ながら全員がそろうことがなかった。
　時間(期限)を守るという根本的なことが行動に表
れなかった。

C

　常々声かけをしながら生活習慣の育成
を図っていく必要がある。学習環境を整
え、日々の授業に集中して取り組める意
識付けが必要である。
　「時間を守ること」が生活だけでな
く、学習課題においても期限を守った行
動につながることを自覚させる。

（２）ユニバーサルデザ
インを基本とした教室整
備を進めて、落ち着いて
学習できる環境づくりに
取り組む。また、年団を
超えて、生徒情報の交
換・共有を行い、効果的
かつ効率の良い相談支
援・指導体制の充実を図
る。

B

（２）社会人基礎力につ
いて、入学から卒業まで
を見据えた継続的な育成
ができるよう年団間で連
携を進める。

（１）生徒が教育活動の
中で自己有用感を実感で
きるように、場面の提供
に加え、個に応じた働き
かけや支援を行う。

５
　
　
年
団

4



短期経営目標 具体的な計画 評価項目・評価基準 最終達成状況 評定 改善方策

(２年団)
生徒が授業や行事等に主体的
に取り組むために、自ら先を
読み確実な準備をするよう促
すとともに、進路実現を見据
えて積極的かつ適切な表現力
を身につけようとする態度を
養うよう、年団全体で組織的
な指導を行う。

(2年団)
①学校評価アンケート　《社会に適応する力》
　　　 　　　　保護者 　 生徒
６年度２年団：  100%      90%
５年度１年団：　 98%      96%
評価基準：Ａ＝90%以上
　　　　　Ｂ＝85%以上
　　　　　Ｃ＝85%未満

②年団教員による評価
（教員それぞれが、２年生の生徒全員を、４段階で評価す
る）「肯定的な評価の割合」
評価基準：Ａ＝90%以上
　　　　　Ｂ＝85%以上
　　　　　Ｃ＝85%未満

　「年団教員による評価」の肯定的な回答率は57%
であった。２学期以降、進路意識向上を目指して、
面談等でより高く、具体的な目標設定をしていくこ
とで、生徒は真剣に悩んだり、挑戦した結果、苦労
することもあった。それでも進路実現に向けて少し
ずつ、確実に形になりつつある生徒が増えており、
生徒の主体性や積極性を育むことができ、水準の底
上げをすることができた。 B

　卒業後を見据えた、より具体的で、高
い水準の目標を設定する。
　生徒が自分事と捉えられるよう、生徒
が自ら考え、発信できるよう指導してい
く。

（３，４年団）
生徒一人一人の健康課題を把
握し、声掛けを通して、基本
的生活習慣を確立させる。ま
た自己の課題を発見し、計画
的に課題解決に取り組ませら
れるように年団内はもとよ
り、年団の枠を超えて情報共
有し関わっていく。

（３，４年団）
学校評価アンケート　《社会に適応する力》
　　　 教員 　保護者　生徒
６年度：86%　　94%　　92%
５年度：97%　　94%　　89%
４年度：94%    97%  　92%

評価基準：Ａ＝90%以上
　　　　　Ｂ＝85%以上
　　　　　Ｃ＝85%未満

長欠者（30日以上）の割合
６年度（3,4年生）：18%
５年度（2年生）：21%
４年度（1年生）：27%
評価基準：Ａ＝15%未満
　　　　　Ｂ＝25%未満
　　　　　Ｃ＝25%以上

　進路に向かって邁進し、自己の課題解決に向けて
努力を積み上げられた生徒がいた反面、進路決定後
に出席率が下がるなど、モチベーションが低下して
いる生徒が見受けられた。また2学期後半から継続
した出席ができず、欠席日数がかさんだ生徒が複数
おり、生徒の年間を通じてのモチベーションの維持
に課題が表出する形となった。生徒本人の体調面で
の欠席もさることながら、怠惰傾向や登校意欲の低
下から欠席が増え、長欠者として計上される生徒も
存在するため、保護者との連携と本人への声掛けが
必要不可欠である。

B

　卒業学年については個人の課題や長所
など自身のアイデンティティに関わる部
分を卒業までに伝え、社会に出た後も、
自己の課題を認識し、成長を続けること
の意義を伝えていく。4修3年生について
は次年度に向けて今年度1年間を振り返
り自己の出席状況がどうだったかを考
え、対策や改善点をともに考えたうえで
引き継いでいきたい。

①各種ボランティア活動やイ
ンターンシップ、地域のイベ
ントへの参加について、全体
に呼びかけるとともに、必要
な生徒には個別に促す。

①ボランティア、インターンシップ等校外での活動への参
加状況
（少なくとも１回は参加した者）
６年度：66.9％（12月時点）
５年度：68.8％
　　（清掃ボランティア、インターンシップを集計）

評価基準：Ａ＝80%以上
　　　　　Ｂ＝70%以上
　　　　　Ｃ＝70%未満

12月実施の清掃ボランティアに73名参加した。イ
ンターンシップについては春季休業中の参加状況が
まとまっておらず数値に反映できていない。新たに
1年生が参加するようになるので、夏季休業中より
も多くの参加が見込まれる。校内行事ではあるが、
課題研究の一環として陵南カフェに新規で取り組ん
だ。また、土師邸マルシェに商業、農業の商品を出
品し、好評を得た。

　ボランティアやイベントについて、集
団では積極的な参加が見られたが、個人
単位での参加に課題がある。担任からの
声掛けとともに担任同士の情報交換を密
にしていきたい。
　土師邸での活動については課題研究の
時間に生徒が訪問するなどして、地域の
方に生徒の顔が見える活動にしていきた
い。

②本校ホームページに最新の
情報が掲載されるように更新
を進め、また、日々の出来事
を「陵南ニュース」へ積極的
に投稿する。
ホームページ以外の媒体に取
組が紹介されるよう働きかけ
る。

②ホームページのブログ記事「陵南ニュース」の更新（月
ごとの平均回数）
５年度：年間７回（月平均0.6回）
４年度：年間24回（月平均２回）

評価規準：Ａ＝2.5回以上
　　　　　Ｂ＝2回以上
　　　　　Ｃ＝2回未満

②ホームページ以外の媒体による本校の紹介
　（複数のメディアに紹介されることを目指す）

　12月末時点での「陵南ニュース」更新は２回のみ
となっており、２学期に更新できていない。また、
インスタグラムの活用についても実現できていな
い。
　ホームページ本体については最新の情報に更新で
きている。

　行事や部活動の大会での写真素材は豊
富にある。一手間加わるが、写真を保存
する際にブログへの投稿もセットでする
よう声掛けをするとともに、フォーマッ
トを明示することでブログ作成のハード
ルを下げたい。
　他の媒体への投稿はブログを流用でき
るものと考えている。

(2)各課・年団内の業務に
おいて協力・協働体制の
確立を図るとともに、分
掌・年団を越えたつなが
りも密にすることによ
り、組織力のある学校づ
くりを進める。

通常業務の中で報・連・相を
密にすることに加え、年団主
任会、課長会議を定期的に開
催することにより情報共有を
図るとともに課長・主任が
課・年団を越えて業務を見渡
せるようになる。

学校評価アンケート《協働体制づくりが進んでいる》
　　　　　 教員
６年度：　 83%
５年度：　 92%
４年度：　 91%

評価基準：Ａ＝95%以上
          Ｂ＝90%以上
          Ｃ＝90%未満

年団主任会，課長会議による情報交換の頻度
（主任会は月３回、課長会議は月１回を目安）
12月時点で年団主任会18回、課長会議2回開催

　学校評価アンケートの結果については、課内、年
団内での協働はできているものの、その組織を越え
ての情報共有、連携に課題があるものと分析してい
る。
　年団主任会は生徒指導の内容中心ではあるが、生
徒情報交換に役立っている。課長会議は必要最低限
の開催となった。 C

　様々な業務に対して、個人で抱え込ま
ず複数人で取り組むような雰囲気づくり
と声掛けをしていく。
　現在、運営委員会では当月の職員会議
で提案する議題についての協議が中心と
なっているが、学校全体が抱えている課
題やテーマについて議論する機会を検討
したい。

B

(1)地域社会や外部機関と
の連携を進めることで社
会に開かれた学校づくり
に努め、広報活動を通じ
て本校の魅力を積極的に
発信する。

６
　
学
校
運
営

（２）社会人基礎力につ
いて、入学から卒業まで
を見据えた継続的な育成
ができるよう年団間で連
携を進める。

５
　
　
年
団
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